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1.はじめに

近年、高等教育への進学率上昇や平均初婚年齢の上昇といったライフイベントの変化が、多

くの国々で見られる。日本でも、高等教育進学率は 17%(1960年）から 53見（2013年）に上昇

し、平均初婚年齢は夫22.8歳、妻20.3歳（1960年）から夫28.2歳、妻26.1歳（2013年）に

上昇している。これらのライフイベントの変化により、子どもは親との同居や援助を受ける期

間が長くなり、「自立の遅れ」や「親への依存の長期化」が問題とされる（宮本 2004）。また未

婚で親と同居する若者を指して「パラサイト・シングル」（山田 1999）のような新しい社会的な

カテゴリーも作られた。しかし、他方で、 10代から 20代での親との良好な関係を示す知見も

ある（米村 2010;NHK放送文化研究所 2013）。例えば、 INHK中学生・高校生の生活と意識調査

2012」によると、 10代では、相談相手に親を選ぶ、また親との仲が良いという中高生が以前の

調査に比して増加している（皿放送文化研究所2013）。移行期の若者の親密な家族関係を、親

への依存の高まりとしてひとくくりには見なせないのではないか。

ジェフリー・アーネットが2004年に著わしたEmergingAdulthood: The !finding Road from 

the Late Teens through the Twentiesは、 10代後半から 20代の若者と彼等の家族関係につ

いて新たな視点を提供する。本書は、青年期と成人期の聞に生じつつあり、かっそのどちらの

時期とも異なる特徴を持つ「新成人期J(emerging adulthood）についての初めての包括的な概

説書である。新成人期とは10代後半から 20代の時期であり、従来青年期から成人期への「移

行期」などとして扱われてきたが、今ではアイデンティティを探索する中心的な時期になって

いる。また、新成人期は、定位家族・生殖家族の双方から相対的に自由な時期であり、定位家

族ーとくに親との問に「新しい親密性」が生じる。本書に関しては複数書評がされている

(Bethany 2007; Twenge 2008）が、本稿では、著者及び本書の理論的な位置づけ・章構成につ

いて整理した後、特に親と新成人期の若者の「新しい親密性Jという概念に注目し、（1）その定

義（2）若者の家族形成やキャリア選択に果たす役割（3）特に国難な家庭背景の若者への重要性

についてのアーネットの本書での議論を整理する。そして、アーネットの新成人期・新しい親

密性の議論への（1）批判、（2）日本の状況に適応する場合の可能性について考える。
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2.本書の理論的な位置づけ

アーネットはミシガン州立大学で学士（心理学）、ヴァージニア大学で、修士（発達心理学）、

同大学で博士号（発達心理学）を取得し、 Oglethorpe大学で准教授として 1986年から 1989年

まで勤務した。1989年から 1992年までpostdoctoralfellowとしてシカゴ大に3年間在籍し、

同じく 1989年から 1992年にTheRush-Presbyterian-St. Luke' s Medical CenterにResearch

Associateとして在籍した後、 1992年から 1998年までミズーリ大学の人開発達・家族研究学部

に准教授を務めた。現在はクラーク大学心理学部の教授である。スタンフォード大、及びメリ

ーランド大の客員教授を務めている。

「新成人期」という語はアーネットによるものである（Arnettand Taber 1994）。本書以外

にも新成人期の性質について多くの調査をしてきた（Arnettand Taber 1994; Arnett 1994, 

1997, 1998, 2000a, 2000b, 2007, 2009, 201la, 201lb, 2012）。新成人期についての研究は

急速に拡大しつつあり（Arnett2004:4）、近年では心理学だけでなく社会学や人類学・教育学・

医学などの分野でも新成人期（emergingadulthood）という言葉が用いられる。例えば、 Arnett

(2000）は、 2011年 10月時点で2300回以上引用されている（Arnett2012）。ライフコースの

社会学・社会心理学の研究両方の動向を整理した Macmillan(2006）では、アーネットの提唱

する新成人期が、従来ブラックボックスとされてきた青年期から成人期への移行時期のアイデ

ンティティと自己についての理論として「もっとも重要」（Macmillan2006:20）とした。

アーネットの「新成人期Jの議論以前には、 10代後半から 20代は、青年期を経てアイデン

ティティが確立され、パートナーと親密な関係を形成する時期と考えられてきた。エリクソン

によれば、青年期は「アイデンティティ対役割混乱Jという、仕事や愛情に関して様々な役

割実験を通じてアイデンティティを確立する時期である。そして成人期は「親密性対孤立」

の時期であり、青年期に確立されたアイデンティティがあってはじめて、他者と親密で生涯持

続するコミットメントを形成することができる（Erikson[1950] 1963=1978/1980, 1968=1969）。

しかし現在では、卒業・就職・結婚といったライフイベントを経験する年齢が上がり、またラ

イフイベントを経験する年齢も個人により多様化している。このため、青年期にアイデ、ンティ

ティが確立されるというエリクソンの図式は当てはまらなくなっている。

10代後半から 20代の時期をさす用語としては、後期青年期 (late adolescence) (Erikson 

1968=1969）、ユース期（Keniston 1971 =1977）、成人前期（youngadulthood) (Levinson 

1978=1980）、それに移行期などの用語がある。しかしアーネットは、後期青年期や成人前期で

は「青年期j 「成人期jのどちらかと関連付けて考えていて、またユース期に関しては 1960年

代の時代背景の影響が5齢、という問題を指摘している。アーネットは新成人期という用語によ

り、 10代後半から 20代の独自性を明確にし、研究対象としての関心を喚起しようとしている。

3.本書の構成

本書は 10章から成っている。第 1章「長くなった成人期への道程（ALonger Road to 

Adulthood)Jでは、新成人期という概念と従来の諸概念との差異、この語を用いる意義につい
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て説明されている。第2章「新成人とはどのようなものか（附iatit is Like to Be an Emerging 

Adult?)Jでは、インタビュー調査から4人の新成人期の時期の若者の現在に至るまでの履歴や

将来展望を記述する。第 3章「葛藤から仲間へ：親との新しい関係（FromConflict to 

Companionship: A New Relationship with Parents）」では親との関係を中心に述べられる。第

4章「愛と’性（Loveand Sex) Jではパートナーとの関係が、第5章「結婚への回り道 (Meandering 

Toward Marriage)Jでは結婚相手に求める条件の変化、男女の意識差、親・社会からの結婚圧

力の変化、それに自分の親などの離婚経験が結婚意識に与える影響が述べられる。第6章「大

学での道程（TheRoad Through College) Jでは、例えば専攻の選択や変更のような学問への志

向形成、及び大学の留年や中退について、第7章「仕事（Work）」では新成人期の職業選択の価

値観について、第8章 「宗教信条と価値観の源（Sourcesof Meaning Religious Beliefs and 

Values)Jでは宗教や集団主義／個人主義といった価値観についての新成人期の意識とそのエ

スニシティ等による差、について、第9章「可能性の時期－4つのケーススタディ（TheAge of 

Possibilities Four Case Studies) Jで、は困難な背景で育った人の新成人期について、第10章

「新成人期から成人前期へ一大人になるとはどのような意味か？ (From Emerging Adulthood 

to Young Adulthood What does It Mean to Become an Adult?)Jでは、インタビュー対象者

の「大人になることJへの肯定的・否定的な意識について議論されている。

4.分析と知見

4. 1. 「新しい親密性」とは何か

本書で注目すべき重要点のひとつと考えられるのは、新成人期の時期の若者の親との関係性

が変容する－「新しい親密性（newintimacy) Jが確立する点、そしてこの「新しい親密性」が

若者のキャリア選択・家族形成にも影響を与える点である。

アメリカでは一般的に、 18歳から 19歳で離家する。これは1970年代ころから広まった比較

的新しい現象であるが、離家により家族や家事責任をめぐる摩擦が減少し、一般に親との関係

が改善される。青年期のような親との葛藤はあまり見られなくなり、かわって「新しい親密性J

が新成人期の特徴となる。親は子どもへの命令的かかわりを止めて支援することが中心になり、

子どもも親の言うことにすべて従うのではなく、選択的に取り入れるようになる。親子の非対

称的な役割により厳密に定義された関係から、平等、または平等に近い状態へと関係が変化す

る（Arnett2004:47-74）。この点については第3章で中心的に扱われているが、それ以外の各章

でも多く言及されている。

新成人期を青年期や成人期から分かつ 5つの特徴として、アーネットは（1）アイデンティテ

ィ探索（identityexploration) (2）不安定さ（instability）、（3）自己焦点化（self-focused）、

(4）宙づり（in-between) (5）可能性（possibility）をあげているが、この5つの特徴はどれ

も、「新しい親密性」の確立という、新成人期の若者と親との関係から浮き彫りになるものであ

る。

新成人期の若者は、まだ将来の経済的・社会的地位の見通しが不安定であり、親への経済的

依存が続いていることが多い。このため、彼らは自らをまだ成人であるとは感じていない。し
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かし、彼らの多くは、離家することにより定位家族から出ており、かつまだ結婚したり子ども

を持ったりしていないため、新しい家族責任にもコミットしていない。新成人期には、親から

多くの制約を受ける青年期や、結婚・出産によってパートナーや子に対する家族責任が生じる

成人期と異なり、多くの可能性が開かれている。新成人期の若者は自分がもはや青年ではない

が、まだ成人ではないと感じやすい。この意味で新成人期は宙づりの時期であるが、同時に新

成人期の若者は家族責任から離れて自己に焦点化し、アイデンティティの探索を行うことがで

きる。特に、困難な家庭状況で、育った若者にとっては、人生を変容させる可能性がある時期と

して新成人期が重要である。

4. 2. 「新しい親密性」と新成人期の家族形成

親とのあいだに確立される「新しい親密性jは、若者の家族形成やキャリア選択にどのよう

にして影響するのだろうか？アーネットは成人生活の柱として愛情、仕事、宗教の3つをあげ

ている（Arnett2004: 114）が、本稿では特に、愛情と仕事に注目し、親と「新しい親密性」を

確立することと家族形成、キャリア選択との関係をみる。

新成人期の若者は、自身の育った家庭でこれまで、に経験してきたライフイベントを客観的に

捉え直し始める。本書でその重要な例として扱われているのが両親の離婚である（第5章）。両

親の離婚は、痛みを伴う出来事として負の影響を与えるとみなされてきた。しかし本書のイン

タビューの結果からは別の側面があらわれている。親と子という役割関係を離れて対等な人間

として親の離婚を見られるようになることから、「結婚生活において何を避けるべきか」（Arnett

2004: 114）を学ぶ。そしてこれは、実際に新成人期の若者がパートナーを選択し、関係を形成

する行動にも影響を与える。例えば、若者は離婚を回避するために、結婚する前に自分とパー

トナーの相性を確認する必要があると考えて、そのために同棲という手段を用いる。親が同棲

に反対する場合には、若者はパートナーの住居か自分の住居のどちらかで事実上同棲すること

や、あるいは親から経済的に自立を図ることで親の影響を弱めることといった対抗戦略をとる

ことが多い（Arnett2004: 107-112）。

平均初婚年齢や初子をもっ年齢が上昇している原因として、高等教育の拡大や産児制限が普

及していることがあげられることが多い。しかし、アーネットは「成人になること、及び配偶

者や親といった役割に入ることが持つ意味や価値の、深層での変化」（Arnett2004: 4）が起き

ていることも原因であるとする。この意味や価値の深層での変化とは、具体的には若者が他者

に人生と運命のコミットメントをする前に自らの人生を軌道に乗せたいと考えることである

(Arnett 2004: 101）。新成人期の若者は自らの家族形成についてさまざまな可能性をもち、そ

こから選択を行う。そしてこの選択は真空状態でなされるのでなく、離婚など親のライフイベ

ントも新成人期の若者が自らの家族形成について考える重要な参照点となる。

4.3. 「新しい親密性」と新成人期のキャリア選択

高等教育の期間は職業の重要性について真剣に検討し始める時期であり、アイデンティティ

探索が集中的に行われる期間である。新成人期に行われる大学での専攻の選択や職業の選択（第

6章・第7章）には、親の影響力は限定的である。親の意向や勧めにより大学での専攻や職業

を選択した場合には、やがて不適合と感じることも多い（Arnett2004: 124, 154）。その際に
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「自分自身は本当のところ何がしたいのか？J (Arnett 2004: 125）という聞いが生じる。例え

ば、本書に出てくるアジア系アメリカ人の大学生の女性は、親から法律家か医師になることを

期待されて育った。そして「姉が医者になるというので、『じゃあ私は法律家になる』と言った」

(Arnett 2004: 124）しかし大学入学後、法律学に関心が持てないということに気が付き、何を

専攻するのかを再検討し始めた。いくつかの専攻を経て、最終的にはダンスという「できるだ

け法律から離れた」（Arnett2004:125）分野を修めて卒業し、現在のモデ、ルや女優の仕事に活か

している。新成人期は、親がキャリア選択に対してもつ影響力が青年期よりも弱まり、若者自

身が親の意向や勧めから独立して、自分のキャリアを検討し始める時期である。

4. 4. 困難を抱える家庭出身の若者と『新しい親密性J

困難を抱える家庭出身の若者に、親との聞に「新しい親密性Jを形成することは可能なのだ

ろうか？第9章では4つのケーススタディを通じてこの問題が検討される。アーネットは 困

難を抱える家庭出身の若者と「新しい親密性」の関係について9章で明確に言及しているわけ

ではない。しかし、困難を抱える家庭出身の若者にとっても新成人期は親との関係を再構成す

る時期であり、重要であると指摘している。新成人期になると、離家して独力で生きていくこ

とが可能になる。「親の問題は、もはや彼らの問題ではなくなる」（Arnett2004: 189）し、「自

らの生活を変容させ、親とは異なる道筋を歩み出せる」（Arnett2004: 189）ために、むしろ有

利な家庭の子どもよりこの時期が重要であるとしている。 4つのケースの1つであるニコルの

場合、彼女は結婚と離婚、そして出産を繰り返す母親のもとに育ち、精神疾患を抱えるその母

親に代わり下の兄弟姉妹の面倒を見てきた。しかし、彼女は新成人期にフルタイムの住事を見

つけ、家を出る。そしてそのときの心情について彼女はアーネットのインタビューに対し、

「私は自由を経験する必要性があったので、す。学ぶために母の家を出る必要がありました。

家を出るまでは学ぶスキルを本当に身に着けることはできなかった。J(Arnett 2004: 195) 

「私が家を出てうまくいくためには、 1人きりでいる必要があったのです。」（Arnett

2004: 195) 

と答えている。彼女はフルタイムの仕事をしながら夜間の大学に通っており、学業を修めるの

に苦労しているが、「どれだけかかっても学位をとる」（Arnett2004: 195）と答えている。最終

的な目標は専攻の心理学分野で博士号をとり、相談・援助機関を主宰したいと考えている。精

神疾患にかかって変わってしまった母親への思いがある（Arnett2004: 196）。他の3ケースで

はそれぞれ親とのあいだに抱えている困難はこれとは異なるが、アーネットはいずれのケース

においても、親とのあいだに距離をおき、若者が親との関係を客観視し始めるという点で「新

しい親密性」か、それに近いものを同様に認めていると考えられる。

5.アーネットの新成人期への批判

アーネットの新成人期の概念は、若者自身の心理的な要素を重視する。例えば、第1章では
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新成人期の特徴として、（1）アイデンティティ探索（identityexploration）、（2）不安定さ

(instability）、（3）自己焦点化（self-focused）、（4）宙づり (in-between）、 (5）可能性

(possibility）が挙げられている。一方で、社会学研究からは、例えば卒業や結婚、離家のよ

うなライフイベントは依然として若者が自らを「成人である」とみなす基準として重要性をも

ち、アーネットはライフイベントの重要性を軽視しているという批判がある（Hartmannand 

Swartz 2006）。

アーネットは社会構造から生じる若者の問での差異を軽視しているという批判もある。

(Bynner 2005; Macmillan 2006 ; Benson and Furstenberg 2006; Hartmann and Swartz 2006 ）。

例えば、高等教育に進学せず就職する人や、 10代前半で子どもを持った人にも新成人期は存在

するのだろうか？実際に、彼らはより自分の将来の機会が制約されていると感じているという

結果もある（Hartmannand Swartz 2006: 264）。本書のインタビューで、も、多様なエスニシティ

を持つ若者にインタビューしているものの、ジェンダーやエスニシティによる差異についての

分析は、宗教など特定の話題に限られている。アーネットの新成人期の分析枠組み自体が白人

を対象とした調査から作られた（Arnett1998）こともあり、社会階級やエスニシティの問題を

十分に考慮しているとはいえない。社会階級やエスニシティの問題はアーネット自身も後の論

文でこれからの研究課題として述べている（Arnett2012:238-239）。

6.本書から日本の家族・若者研究への示唆

前節ではアメリカにおけるアーネットの新成人期の理論への批判を紹介した。本章では、ア

ーネットの新成人期、そして新成人期に親と若者とのあいだに確立されるという新しい親密性

の、日本への適用可能性を検討する。

アーネットは若者の「成人になるとはどういうことか」という意識に関心を持ち、質問紙法・

構造化面接法・そして本書のような自由面接法などの方法で探究してきた。質問紙調査では、

約 30項目から「成人と考えられるようになる前に達成されるべきこと」を回答者に選択させ

た。その結果、「親などの影響から独立して自分の信条・価値観を決める」「親から経済的に独

立するJ「親と対等な関係を確立できるJなどの項目がいずれも 60%以上の回答者に選択され、

親との関係が「成人であること」の重要な規準として考えられていることが明らかになった

(Arnett and Taber 1994; Arnett 1997, 1998）。そして、本書では新成人期の若者と親との

関係の特徴として「新しい親密性jという概念を導入し、「新しい親密性Jが、家族形成や職業

選択など新成人期の若者の行う様々な選択に重要な役割を果たすことが明らかにされた。

日本の新成人期の若者が「成人になるとはどういうことかJを考える際に、本書で「新しい

親密性j として表わされたような親との関係の確立はどの程度重要視されているのだろうか。

10代後半から 20代の若者の親との関係には、日本とアメリカでは差異がある。例えば、離家

に関して、アメリカでは 18歳くらいでの離家が一般的であり、離家は個人の自立や「独立独

行」という価値を実現する行動と考えられている（Bellah1985=1991: 72）しかし一方、日本で

は、 18歳で離家するという規範はない（宮本 2004）。 20代・ 30代の未婚者では親との同居率

が高く、いったん進学や淵哉により離家しでもまた戻ってくる場合も多い（岩上 1999）。また、
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成人期の子と親との同居でも、親子が経済的に相互依存関係を続ける傾向がある 1（岩井 2011）。

離家した後若者が親と再び同居するという現象は、日本だけでなく多くの先進諸国で見られる

2。従来 18歳ごろに離家することが規範とされてきたアメリカでも、近年では大学を卒業した

若者の85%が、卒業後に実家に戻るという 3 (Newman 2012=2013）。

いったん離家しても再び親と同居することは、親への依存から自立へという直線的な移行が

各国で成り立たなくなっていることの例として考えられないだろうか。本稿第5章でとりあげ

たアーネットへの批判にあったように、卒業、結婚、離家のようなライフイベントは確かに依

然重要’性を失っていない。しかしライフイベントの経験は人により多様化し、若者が「成人に

なるとはどういうことか」を認識することは難しくなっている。

アーネットが本書で示した「新成人期J及び「新しい親密性Jという概念は、 10代後半から

20代という年齢層の若者における親との関係を捉えるうえで、重要なものになるだろう。 10代

後半から 20代の若者は、たとえ親と同居していても、その関係は青年期の親子関係とは異なる

のではないか。青年期より子どもの判断や自由、そしてプライバシーは尊重されるのではない

か。経済的なやりとりも、交渉によりルールが定められているかもしれない。 10代後半から 20

代を「新成人期j として捉え、その親子関係－「新しい親密性」を探ることは、依存から自立

へという畠線的な形をとらなくなりつつある日本の、そして先進諸国の親子関係を捉えるうえ

で重要な枠組みになるのではないだろうか。

く注＞

1 子ども世代が一定の経済的安定を得ているという前提の下での「豊かな同居」で、あった。し

かし 1990年代後半以降、子ども世代の就業機会の悪化、晩婚化、非良町七などにより、この「豊

かな同居」の前提が揺らいでいる。 2005年のSSM調査では、世帯所得により高齢者の本人所得

の格差が是正される傾向が弱まり、また世帯所得300-400万円層では、子と同居しても世帯所

得が上昇しなかった（岩井 2011)

2 Newman(2012=2013）では成人した親と子どもからなる複数世代の同居世帯を「アコーデイオ

ン・ファミリー」と呼んでいる。ただし、国家が若者への教育費や住宅費の援助しているスウ

ェーデ、ンやデ、ンマークでは、「アコーデイオン・ファミリーJはみられないとされる。

3 離家して再び親と同居する子どもは「ブーメラン・キッズJと呼ばれる。大学を卒業した子

どもが再び親と同居する現象は、アメリカのミドルクラスで多く見られる。大学を卒業した子

どもが再び同居する理由には、よりよいキャリアのために大学院への進学を準備する場合、1人

で暮らすための資金をためている場合などがあげられる。親も、子どもが将来のために努力し

ていることを条件に、再び同居することを認め、同居子を積極的に援助する傾向がある（Newman

2012=2013）。
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